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（１） 研究論文などのリスト（印刷中を含む） 
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（２）卒業研究、大学院修士および博士論文修了指導人数 

   ・卒業研究     6 名 

   ・大学院修士    6 名 

   ・大学院博士    1 名 

 

（３）教育業績（自己申告、テキストの作成など、授業の工夫など） 

・「表層環境化学-1」では講義主体の基礎固めを、「表層環境化学-2」では基礎知識を実際の自然

現象に当てはめて考えるよう、段階的な構成にした。また、実際の測定例（数値）を用いた演習

を積極的に取り入れた。 

・「地球化学実験」では実際の研究活動に近い内容を取り入れるため、東京大学所有の実習船を

使用した調査航海を行い、試料採取・分析を行った。 

・「生物地球化学実験」では実験だけでなく、科学レポートの書き方、測定の誤差や精度に関す

る議論、有効数字の処理など、実験や分析に必要な基礎知識についても説明を行い、実験やレポ

ートでもそれらを意識した作業を盛り込んだ。 

 



（４）国際会議出席と招待リスト 

   ・Tomaru, H., Honda, Y., Owari, S., Matsumoto, R., 2017. Relationship between pore water 

anomalies and seafloor topography constrained by the development of shallow gas hydrates 

in the Japan Sea. 9th International Conference on Gas Hydrates (ICGH9), Denver, CO, USA. 

・Tomaru, H., Hirose, N., Miyazato, S., 2017. Distribution of Iodine and Its Geochronological 

Implications for Gas Field Brine in Japan. AGU Fall Meeting. New Orleans, LA, USA. 

・Tomaru, H., Yamamoto, I., 2017. Age variation of methane sources in gas hydrates-bearing 

system in the Nankai Trough, Japan; interpretation of iodine (127I and 129I) distribution 

in pore waters. 11th International Workshop on Methane hydrate Research and Development 

(Fiery Ice 2017). Corpus Christi, TX, USA. 

・Tomaru, H., Yamamoto, I., 2017. Source and accumulation of methane in gas hydrate deposit 

in Kumano Basin, Nankai Trough, Japan: Interpretations from 129I distribution in pore waters. 

GSA Cordilleran Section – 113th Annual Meeting. Honolulu, HI, USA. 

 

 

（５）新聞や雑誌等で報道された研究成果等（報道媒体，報道年月日，報道内容等） 

 

 

（６）国際並びに国内学会での受賞（賞名，その内容，受賞理由等） 

 

 

（７）国際共同研究（共同研究名，研究内容等） 

所
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教
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戸丸仁 

国際深海科学掘削計画

（International 

Ocean Discovery 

Program; IODP）第372

次航海 Creeping Gas 

Hydrate Slides and 

Hikurangi LWD 

IODP Expedition 372（2017年11月26－2018年1月4日）に無

機地球化学担当の乗船研究者として指導学生を乗船させ

た。 
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（８）地域・社会と連携した教育・研究活動，学会、国、県などへの協力，など 

・日本エネルギー学会 平成 29 年度メタンハイドレート開発促進事業「生産手法に関する特許及

び海外動向調査」委員会 委員 

・石油技術協会 炭鉱技術委員会 委員 

・日本堆積学会 会計・会員委員 

・日本地質学会「Island Arc」編集委員会 委員 

・IODP Science Evaluation Panel (SEP)委員 

・鳥取県表層型メタンハイドレート研究会 幹事 

 

 



（９）特許（発明者名，発明の名称，出願日，出願番号，整理番号等）（現時点で公表できるもののみ） 

 

 

（10）その他 

・明治大学ガスハイドレート研究所 客員研究員 


